トゥスカーニアのサン・ピエトロ旧司教座聖堂壁画研究 by 伊藤 怜
 1 
論文概要書  
トゥスカーニアのサン・ピエトロ旧司教座聖堂壁画研究  
 
伊藤 怜 
 ラツィオ州北部トゥシア地方の小都市トゥスカーニアは、ローマから北西約  
100km に位置する。サン・ピエトロ旧司教座聖堂（以下、サン・ピエトロ聖堂）
は、11 世紀末に 9 世紀半頃の聖堂を建て替えた三廊式バシリカであり、内陣周
辺には 11 世紀末と考えられる壁画が残っている。 
 本論文ではトゥスカーニアのサン・ピエトロ聖堂の聖堂装飾プログラムを再
構成するために、アプシスと南北小アプシスの図像配置と組み合わせ、南祭室、
勝利門壁面、内陣北壁、クリュプタの図像を再検討し包括的研究を試みた。サ
ン・ピエトロ聖堂壁画は 1971 年の地震による剝落があるものの、ラツィオ地方
における聖堂装飾の貴重な作例とみなされてきた。先行研究は「初期キリスト
教美術の 刷 新
レノウァティオ
」解釈に基づいて、図像解釈、制作年代を検討したため、アプ
シス、勝利門壁面、ペテロ伝サイクルに描かれた、類例のない図像やモティー
フを看過していた。  
 序章では、研究史を概観したうえで、問題の所在を明らかにした。サン・ピ
エトロ聖堂壁画の聖堂装飾プログラムを再構成するために、看過された図像と
モティーフを詳細に再検討し、図像学的に論じる。本論文では聖堂が献堂され
た 1093 年前後、アプシス、南北祭室、内陣南北壁、クリュプタの壁画装飾が統
一された構想に基づいて施されたものと考えた。  
 第 1 章では、壁画と建築の現状を確認し、史料、修復の報告書、19 世紀前半
の水彩画、1926−68 年に遡る写真、2009−13 年の現地調査を手がかりに、壁画の
修復と改変を論じた。 11 世紀半から 1093 年にかけて、サン・ピエトロ聖堂の
内陣とクリュプタ、ファサード側 2 つのアーチ部分を除く身廊が続いて建てら
れたとみなした。12 世紀から 13 世紀にかけて、身廊の残りの部分とファサー
ドが完成したととらえた。修復と改変については以下のことが明らかになった。
1852−1910 年の修復ではアプシスの左から 2 番目の使徒が持つ巻物に銘文が。
1938 年以降、おそらく 1950 年代の修復ではキリスト右側に配された、2 人の天
使半身像の銘文がキリスト左側天使の銘文に基づいて加筆された。  
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 第 2 章では、サン・ピエトロ聖堂壁画が制作された時代背景を概観し、11 世
紀半に始まった教会改革とトゥスカーニア司教の状況を論じた。教会改革は、
聖職者の倫理的改革、俗人に対する司牧活動の推進として始まり、聖職売買、
聖職者妻帯の根絶を目指していた。改革は聖職者叙任に関する教皇と皇帝との
叙任権闘争を引き起こし、ローマ北西に位置するトゥスカーニアにも影響を与
えた。11 世紀後半から 12 世紀末にかけてのトゥスカーニア司教は、改革派と
皇帝派の間で常に揺れ動いていた。1077 年、トゥスカーニアは教皇軍の攻撃で
城壁や住居が破壊され、皇帝派は追放されたが、 1081 年には皇帝ハインリヒ 4
世の軍隊に包囲されたため、教皇軍が介入した。1082 年頃、トゥスカーニアの
状況は落ち着き始め、復興が推進された。このような状況において、皇帝派司
教リカルドゥス、改革派司教ジセルベルトゥス、ペトルス 2 世がトゥスカーニ
ア司教区の聖堂献堂、キボリウム、聖遺物の設置に関わった。  
 第 3 章では、アプシス図像を詳細に検討した。先行研究において、アプシス
は東方型「昇天」の変形と解釈されてきたが、本論文では雲間に立つキリスト、
掌の球体、冊子本、銘文など「昇天」の定型図像から逸脱するモティーフに着
目し、アプシスの主題を再検討した。詳細な検討により、サン・ピエトロ聖堂
のアプシスには、複数のイメージが重なり合っていたことを指摘した。アプシ
スは、「再臨」を強調した「昇天」にくわえて、ローマ由来の「 顕 現
テオファニア
=献堂」
と「トラディティオ・レギス」に共通するキリスト立像によって、「恒常的顕 現
テオファニア
」
ととらえられる。キリストは「天地創造」を表す球体を掲げることで、創造主
としてアプシスに現れる。そのため、アプシスには、「昇天」を着想源とする「恒
常的顕 現
テオファニア
」のキリストと創造主としてのキリストのイメージが重なり合う。ま
た、アプシスの十二使徒は「瞬間的顕 現
テオファニア
」である「昇天」の目撃者として、巻
物、冊子本を持つことで、キリストから宣教の使命を委ねられ、「地の果てまで」
語り継ぐ使徒の職務、教会の創設を意図する。3 章の考察から、トゥスカーニ
アとモンテカッシーノ修道院周辺のアプシス図像との相違点、「 顕 現
テオファニア
=献堂」
と「トラディティオ・レギス」との共通点、チェーリのサンタ・マリア・イン
マコラータ聖堂壁画との密接な関係が示された。  
 第 4 章では、南北小アプシス図像の配置と組み合わせがアプシスといかに連
関するかを考察した。これまで 3 つのアプシスの関係は考慮されなかったが、
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南小アプシス「洗礼」は、ヨルダン川におけるキリストの公生涯最初の「 顕 現
テオファニア
」
となり、アプシスは「瞬間的顕 現
テオファニア
」であるオリーヴ山の「昇天」を着想源とす
る「恒常的顕 現
テオファニア
」と解釈できる。北小アプシスは、「トラディティオ・レギス」
に基づく「顕 現
テオファニア
」を表し、トゥスカーニア司教聖人がキリストから司教職の権
威を委ねられた図像となる。時間軸とエピソードのトポスに着目すると、 3 つ
のアプシスには異なる「顕 現
テオファニア
」となり、ヨルダン川の「洗礼」、オリーヴ山の
「昇天」、トゥスカーニアの「顕 現
テオファニア
」を表すことが明らかになった。  
 第 5 章では、南小祭室洗礼者ヨハネ伝サイクルを考察した。洗礼者サイクル
は主題同定や比較作例との検討以上の考察対象とされてこなかったが、 5 章の
考察により、当サイクルが旧約と新約をむすびつける図像として機能したこと
がわかった。  
 第 6 章では、勝利門壁面の「ヨハネの黙示録」に由来するモティーフと 11
世紀以降にラツィオ地方の勝利門壁面に登場したモティーフを論じた。勝利門
壁面は頂点のキリスト胸像、「二十四人の長老」、「七つの燭台」のモティーフに
おいて 5 世紀以降のローマ作例と共通するが、「四福音書記者の象徴」の配置は
サンティ・コスマ・エ・ダミアーノ聖堂以降の伝統と異なっていた。挿入され
た「聖体」と「血を流す神の小羊」は新しい要素であり、 9 世紀以降にローマ
とラツィオ地方で継続された勝利門壁面との相違点を指摘した。「四福音書記者
の象徴」の配置の理由は明らかにならなかったものの、「聖体」と「血を流す神
の小羊」を祭壇周辺に配することで、サン・ピエトロ聖堂で執り行う地上の典
礼と「ヨハネの黙示録」に記された天上の典礼をむすびつける機能が認められ
た。  
 第 7 章では、内陣北壁ペテロ伝サイクルの 6 場面と聖人と寄進者の 2 場面を
図像学的に考察した。本聖堂壁画はイタリア半島周辺で普及したペテロ伝サイ
クルを忠実に踏襲するとみなされてきたが、詳細に観察すると各場面に類例の
ないモティーフが描かれていたことがわかる。「使徒言行録」の「足の不自由な
男の治癒」場面には、エルサレムの象徴であった聖墳墓聖堂のアナスタシス円
形堂と神殿、「獄中での天使の出現」には、ペテロが投獄された牢獄、「ペテロ
の解放」には、エルサレムの城門「鉄の門」というように、各場面に、エルサ
レムのトポスを明示する建築物が配された。また、「ペテロの解放」場面の天使
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に先導されるペテロは、城門をくぐることで、牢獄からの救出とエルサレムの
城門から『殉教録』の舞台ローマへの到達を意図した。『殉教録』の「ペテロと
パウロの出会い」場面には、ローマの城門でパウロを迎え入れるペテロ、「魔術
師シモンとの論争」場面には、ネロ帝の前で魔術師シモンを退治する二使徒が
表された。「ペテロとパウロの出会い」には、斬首前のパウロと接したプラウテ
ィッラ、「魔術師シモンとの論争」には、キリスト教に回心したネロ帝の皇妃リ
ウィアを挿入し、使徒の殉教と宣教を想起させる。最終場面「魔術師シモンの
飛行と墜落」には、フォロ・ロマーノにおける、ペテロとパウロの聖遺物「石
となった魔術師シモン」を配することで、ローマにおける使徒の勝利が強調さ
れた。ペテロ伝サイクルは「昇天」後にキリストの教会を委ねられたペテロが
エルサレムで奇跡を起こし、ローマへ天使に導かれて到達し、パウロとともに
魔術師シモンを退治し、ローマ教会の礎を築いた二使徒の勝利を表す。画中の
エルサレムとローマに実在したモニュメントは、壁画の観者である聖堂参事会
員にとって、エルサレムにおけるキリストの復活と勝利、ローマにおける二使
徒の勝利を思い起こさせたのである。  
 第 8 章では、クリュプタの小アプシス「天使、アルファイの子ヤコブ、ラウ
レンティウスに囲まれる聖母子」とアーチの十二使徒のメダイヨンと「 2 人の
殉教聖人」を論じた。祭壇の小アプシスとアーチの壁画は、クリュプタの祭壇
に納められた、トゥスカーニアの守護聖人である殉教聖人セクンディアヌス、
ウェリアヌス、マルケリアヌスの聖遺物と連関して描かれたと考えられる。 3
人の殉教聖人は、近郊の都市タルクィーニアなどでも崇敬されたため、11 世紀
後半の新聖堂建造時に、クリュプタと壁画が巡礼者のために整備された可能性
を指摘した。おそらく観者の司教座聖堂参事会員と一般信徒は、守護聖人の聖
遺物を納めた祭壇の前で、小アプシスの聖母子に対して、救済を祈ったととら
えられる。                                                                                                           
 結論では以上の考察をふまえ、サン・ピエトロ聖堂壁画の寄進者、観者、聖
堂装飾プログラムを論じた。  
 サン・ピエトロ聖堂は 8 世紀後半から 1192 年までトゥスカーニア司教区の司
教座聖堂であった。壁画はアプシス、勝利門壁面、南北小祭室、内陣北壁に現
存するが、おそらく内陣南壁と北小祭室西壁、プロスペール・モレの水彩画に
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よると、北側廊壁面にも装飾が施されていた。  
 ヴァルトフォーゲルはトゥスカーニア司教職の正統性の主張を読み取り、 11
世紀末頃の皇帝派トゥスカーニア司教が壁画の寄進者であるとみなした。  
 タリアフェッリはサンタ・マリア・イン・コスメディン聖堂身廊壁画とトゥ
スカーニアの装飾モティーフの類似に基づいて、壁画の制作年代を 1123 年頃と
推測した。トゥベールの「初期キリスト教の 刷 新
レノウァティオ
」  解釈の影響から、サン・
ピエトロ聖堂装飾には改革派高位聖職者が関与したとみなし、改革派司教ジセ
ルベルトゥスとペトルス 2 世（在位 1126−28 年頃）に着目した。とりわけペト
ルス 2 世はトゥスカーニア司教区と教皇の和平に尽力し、ジセルベルトゥスに
倣ってヴェトラッラのサンタ・マリア聖堂を献堂した。タリアフェッリによれ
ば教皇パスカリス 2 世と和平を確立した結果、ペトルス 2 世はサン・クレメン
テ聖堂と関連するローマ出身の画家にサン・ピエトロ聖堂壁画を依頼できるよ
うになったという。しかし、タリアフェッリの解釈はなぜ 11 世紀末に建て替え
られた聖堂が四半世紀後に壁画の制作を行ったのか、説明しきれていない。  
 本論文では、1077 年における教皇軍の攻撃から復興に至る流れを重視したい。
9 世紀半頃に建てられた旧司教座聖堂は、10 世紀の司教座空位期間を経て、1093
年に献堂されたとみなされる。推測の域を出ないものの、旧聖堂は教皇軍の攻
撃でさらに損傷を受けたとも考えられる。1082 年以降、トゥスカーニアの城壁
と住居の復興が始まり、司教座聖堂の建て替え工事が始められた可能性も指摘
できるだろう。トゥスカーニア司教区は同聖堂内部のキボリウムに刻まれたよ
うに、1093 年までにブレラおよびチェントチェッレ司教区との合併していた。
サン・ピエトロ聖堂は拡大した司教区とトゥスカーニア復興の象徴として、ト
ゥスカーニアとローマをつなぐクローディア街道に向かって、丘の上に建てら
れたのかもしれない。  
 既に述べたように、本論文では同聖堂のキボリウムの献堂年、ペテロ伝サイ
クルとサン・クレメンテ聖堂壁画、チェーリとの様式的類似から、1093 年前後
を壁画の制作年代と判断したい。  
 11 世紀末のトゥスカーニア司教は、皇帝派司教リカルドゥス（在位 1086−93
年）のみが伝わる。 1087−99 年に遡るヴィテルボの文書には、対立教皇クレメ
ンス 3 世の名前、1097 年のトゥスカーニアの文書には皇帝の名前が記されたた
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め、シニョレッリは、リカルドゥスから司教グイド（在位 1108−12 年）在位期
間にかけて、トゥスカーニアが皇帝派の都市であったとみなす。リカルドゥス
の死後からグイドの即位に至る期間には、パスカリス 2 世の派遣した人物が司
教であった可能性も指摘されるが、確かではない。聖堂大部分の壁面を覆う壁
画制作は一大事業であることを考慮し、本論文では 1093 年前後、司教または高
位聖職者の構想に基づいて制作されたと考える。  
 なお内陣北壁下段「聖人と寄進者」には、冊子本もしくは献げ物を持つ寄進
者として、剃髪の聖職者が描かれていた。この寄進者が聖堂装飾のどの部分の
寄進に関わったかは明らかではないが、少なくとも「聖人と寄進者」図像もし
くはペテロ伝サイクルに関与したと考えられる。さらに聖堂壁画の観者につい
て確認した。  
 壁画は現在、アプシス、南北祭室小アプシス、内陣北壁、クリュプタに認め
られる。内陣および南北祭室は階段、勝利門壁面、アーチで区切られ、司教座
聖堂参事会員による典礼の空間であった。一般信徒はアプシス、勝利門壁面、
クリュプタの壁画を身廊と側廊から眺めたと考えられるが、南北祭室と内陣北
壁には、南北祭室入口の障壁、小アーチ、祭室と内陣を区切る壁面が設置され
ていた。そのため一般信徒が壁画全体を眺めるのは困難であり、聖堂参事会員
の視点を基準に装飾プログラムが構想されたととらえられる。  
 物語の時間的順序から言えば、聖堂装飾は南祭室洗礼者ヨハネの幼児伝サイ
クル「予告」、「誕生」、「命名」から始まる。洗礼者ヨハネは旧約の預言者の最
後に位置すると同時にキリストの先駆者であり、旧約と新約をつなぐ役割を担
う人物とみなされていた。南小アプシス「洗礼」はヨルダン川におけるキリス
トの公生涯最初の「顕 現
テオファニア
」となり、「神の手」、「聖霊の鳩」、樹木により「顕 現
テオファニア
」
が強調される。南小アプシス・アーチの「洗礼者ヨハネと福音書記者ヨハネに
よる神の小羊の礼讃」は、洗礼者ヨハネがキリストに対して「見よ、世の罪を
取り除く神の小羊だ」（ヨハ 1:29）と語る章句を思い起こさせる。  
 「洗礼」から「昇天」は連続する時間とみなされ、「洗礼」はヨルダン川で起
こった「瞬間的顕 現
テオファニア
」、アプシスはオリーヴ山で起こった「昇天」に着想を得
た「恒常的顕 現
テオファニア
」となる。そのため、南小アプシスとアプシスは「顕 現
テオファニア
」図
像として連関することになる。  
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 「昇天」に基づく「恒常的顕 現
テオファニア
」では「天地創造」を表す球体によって、キ
リストが創造主として出現する。キリスト下方の十二使徒は、「昇天」の目撃者
として描かれるが、巻物と冊子本の存在により、キリストから宣教の使命を委
ねられ、使徒の職務と教会の創設も表している。天使の銘文は「昇天」におけ
る「再臨」を強調するために記された。  
 勝利門壁面の「血を流す神の小羊」と「聖体」は「ヨハネの黙示録」に記さ
れた天上の典礼とトゥスカーニア司教座聖堂で実際に執り行う地上の典礼をむ
すびつけ、観者に天上の典礼を想起させる。  
 内陣北壁にはオリーブ山での「昇天」後にキリストの教会を託されたペテロ
のエルサレムでの奇跡、主に導かれたローマへの移動、ペテロとパウロの魔術
師シモンに対する勝利が描かれる。ペテロ伝サイクルは最初のローマ司教とな
った人物の生涯だけでなく、キリストの教会がエルサレムからローマへ移り、
ローマ教会の礎となる二使徒の勝利を語っているのであろう。  
 北小アプシスキリストからトゥスカーニア司教聖人に司教職の権威が委ねら
れており、聖堂で崇敬された司教聖人たちに対する「顕 現
テオファニア
」とトゥスカーニア
教会の創設を意味するととらえた。クリュプタは壁画と祭壇に納められていた
トゥスカーニア守護聖人の聖遺物と連関し、司教座聖堂参事会員と一般信徒が
聖遺物を前に聖母に救済を願う場所となる。  
 サン・ピエトロ聖堂壁画はキリスト教史観をただ描いたのではない。時間軸
と物語場面のトポスを考慮すれば、壁画は洗礼者ヨハネの父・祭司ザカリアの
いたエルサレム神殿から、ヨルダン川の「洗礼」、オリーヴ山の「昇天」、エル
サレム神殿でのペテロの奇跡、ローマのフォロ・ロマーノでの二使徒の勝利を
経て、トゥスカーニアのサン・ピエトロ聖堂とトゥスカーニア司教が壮大な救
済史に組み込まれる過程を語るのである。  
